とき も、 大学 法学部に 入りし 後 も、 太 田 豊太郎 とい ふ 

名 はいつ も 一級の，. 首にしる されたり しに、 一人子の 

我 を 力に なして 世 を 渡る 母の 心 は 慰みけ らし。 十九の 

歳に は 学士の 称 を 受けて、 大学の 立ちて よりその 頃 ま 

でに またな き 名誉な りと 人に も 言 はれ、 某 省に 出仕 

して、 故郷なる 母 を 都に 呼び 迎へ、 楽しき 年 を 送る こ 

と 三と せば かり、 官 長の 覚え 殊 なりし かば、 洋行して 

一 課の 事務 を 取り調べ よとの 命 を 受け、 我 名 を 成さむ 

も、 我家 を 興さむ も、 今ぞ とお も ふ 心の 勇み立ちて、 

五十 を踰 えし 母に 別る、 を もさまで 悲しと は 思 はず、 

遙々 と 家 を 離れて ベルリンの 都に 来ぬ。 



余 は 模糊た る 功名の 念と、 検束に 慣れたる 勉強 力と 

を 持ちて、 忽ち この 欧羅巴の 新大 都の 中央に 立てり。 

何等の 光彩 ぞ、 我 目 を 射む とする は。 何等の 色沢 ぞ、 

我心 を 迷 はさむ とする は。 菩提樹 下と 訳 するとき は、 

幽静 なる 境なる ベく 思 はるれ ど、 この 大道 髪の 如き 

ゥン テル、 デン、 リンデンに 来て 両 辺なる 石 だ、 みの 

くみん \ そび 

人道 を 行く 隊々 の 士女 を 見よ。 胸 張り 肩 聳えた る 士官 

の、 まだ 維廉 一世の 街に 臨める 窻に 倚り 玉 ふ 頃な り 

ければ、 様々 の 色に 飾り 成した る 礼装 をな したる、 妍 

き 少女の 巴 里 まねび の 粧 したる、 彼 も 此も目 を 驚か 

さぬ はなき に、 車道の 土 瀝青の 上 を 音 もせで 走る い 



く 余を迎 へ、 公使館よりの 手つ、 V き だに 事な く 済みた 

らまし かば、 何事に も あれ、 教へ もし 伝へ もせむ と 約 

しき。 喜ばしき は、 わが 故里に て、 独逸、 仏蘭西の 語 

を 学びし ことなり。 彼等 は 始めて 余 を 見し とき、 いづ 

くにて いつの 間に かくは 学び 得つ ると 問 はぬ ことな か 

りさ。 

さて 官事の 暇 ある ごとに、 かねてお ほやけ の 許 を 

ば 得たり ければ、 ところの 大学に 入りて 政治学 を 修め 

ぼ さ つ 

むと、 名を簿 冊に 記させつ。 

ひと 月 ふた 月と 過す 程に、 お ほやけ の 打合せ も 済み 

て、 取調 も 次第に 涉り 行けば、 急ぐ こと をば 報告書に 



いくまき 

作りて 送り、 さらぬ をば 写し 留めて、 つ ひに は 幾卷を 

かなしけ む。 大学の かたに て は、 穉き 心に 思 ひ 計りし 

が 如く、 政治家 になる ベ き特科 の あるべ う も あらず、 

此か彼 かと 心 迷 ひながら も、 二三の 法 家の 講 筵に 列 

る ことにお も ひ 定めて、 謝金 を 収め、 往 きて 聴きつ。 

かくて 三年ば かり は 夢の 如くに たちし が、 時 来れば 

包みても 包みが たき は 人の 好尚な るら む、 余 は 父の 遺 

言 を 守り、 母の 教に従 ひ、 人の 神童な りな ど褒 むる が 

嬉し さに 怠 らず 学び し 時より、 官 長の 善き 働き手 を 得 

たりと 奨 ますが 喜ばし さに た ゆみな く 勤めし 時まで、 

た、 V 所 動的、 器械 的の 人物に なりて 自ら 悟ら ざり しが、 



今 二十 五 歳に なりて、 既に 久しく この 自由なる 大学の 

風に 当り たれば にや、 心の中 なにとなく 妥 ならず、 

奥深く 潜みたり しまことの 我 は、 やう やう 表に あら は 

れて、 きの ふまでの 我なら ぬ 我を攻 むる に 似たり。 余 

は 我 身の 今の 世に 雄飛すべき 政治家になる にも 宜し か 

らず、 また 善く 法典 を 諳 じて 獄を断 ずる 法律家に な 

るに も ふさ はしからざる を 悟りた りと 思 ひぬ。 

余 は 私に 思 ふやう、 我 母 は 余 を！^ きたる 辞書と な 

さんと し、 我 官長は 余を活 きたる 法律と なさん とやし 

けん。 辞書たら むは 猶ほ堪 ふべ けれど、 法律た らん は 

忍ぶべからず。 今まで は瑣々 たる 問題に も、 極めて 



ひて 母の 手に 育てられし によりて や 生じ けん。 

力の 

彼 人々 の 嘲る はさる ことなり。 され ど嫉 むはお ろか 

ならず や。 この 弱く ふびんなる 心 を。 

おもて かくぜん まと 

赤く 白く 面 を 塗りて、 赫然 たる 色の 衣 を 纏 ひ、 

カツ フエ ェ ひ をみ な 

珈啡 店に 坐して 客 を 延く女 を 見て は、 往 きて これに 

就かん 勇気な く、 高き 帽を 戴き、 眼鏡に 鼻 を 挾ませて、 

普魯 西に て は 貴族め きたる 鼻音に て 物言 ふ 「レエべ マ 

ン」 を 見て は、 往 きて これと 遊ばん 勇気な し。 此 等の 

勇気なければ、 彼活潑 なる 同郷の 人々 と 交らん やう も 

-っと 

なし。 この 交際の 疎 きがため に、 彼 人々 は 唯 余 を 嘲り、 

余を嫉 むの みならで、 又 余 を 猜疑す る こと 、なりぬ。 



書き、 下に 仕立物 師と 注したり。 これす ぎぬ とい ふ少 

女が 父の 名なる ベ し。 内に は 言 ひ 争 ふ， > J とき 声 聞え し 

が、 又静 になり て 戸 は 再び 明きぬ。 さきの 老媼は I ハぁ慰 

におの が 無礼の 振舞せ し を 詫びて、 余 を迎へ 入れつ。 

くりや めて ましろ 

戸の 内 は 厨 にて、 右手の 低き 窻に、 真白に 洗 ひたる 麻 

ゆんで かまど 

布 を 懸けたり。 左手に は 粗末に 積 上げた る 煉瓦の 竈 

あり。 正面の 一 室の 戸 は 半ば 開きた るが、 内に は 白 布 

を掩 へる 臥床 あり。 伏した る はなき 人なる べし。 竈の 

側なる 戸 を 開きて 余 を 導きつ。 この 処は 所謂 「マン サ 

ひとま 

ルド」 の 街に 面した る 一 間 なれば、 天井 もな し。 隅の 

屋根裏より 窻に向 ひて 斜に 下れる 梁 を、 紙に て 張りた 



モン ビシ ユウ 街 三番 地に て 太 田と 尋ね 来ん 折に は 価 を 

取らすべき に。」 

少女 は 驚き 感ぜし さま 見えて、 余が 辞 別の ために 出 

したる 手 を 唇に あてた るが、 はら/ \ と 落つ る 熱き 

なんだ そ びら そ i 

涙 を 我 手の 背 に濺 ぎつ。 

嗚呼、 何等の 悪因 ぞ。 この 恩 を 謝せん とて、 自ら 我 

けうき よ こ 

僑 居に 来し 少女 は、 ショォ ペン ハウェル を 右に し、 シ 

ひね もす こつ ざ さう か 

ルレ ルを 左に して、 終日 兀坐 する 我 読書の 窻 下に、 一 

輪の 名花 を 咲かせて けり。 この 時を始 として、 余と 少 

まじ はリ 

女との 交 漸く 繁く なり もて 行きて、 同郷人に さへ 知 

そくれ う も 

られ ぬれば、 彼等 は 速 了に も、 余 を 以て 色 を 舞姫の 群 



ぎよ ふた リ ちがい 

に 漁す る ものと したり。 われ 等 二人の 間に はま だ痴騃 

なる 歓楽の み存 したりし を。 

その 名 を 斥さん は 憚 あれ ど、 同郷人の 中に 事を好 

む 人 ありて、 余が 屡 M 芝居に 出入して、 女優と 交る と 

いふ こと を、 官 長の 許に 報じつ。 さらぬ だに 余が 頗 

き ろ 

る 学問の 岐路に 走る を 知りて 憎み 思 ひし 官長 は、 遂に 

旨 を 公使館に 伝へ て、 我官を 免じ、 我 職 を 解いたり。 

公使が この 命 を 伝 ふる 時 余に ひし は、 御身 若し 即時 

に郷に 帰らば、 路用 を 給す ベ けれど、 若し 猶こ、 に 在 

らんに は、 公の 助 をば 仰ぐ ベ からず とのこと なりき。 

余 は 一 週日の 猶予 を 請 ひて、 とや かう と 思 ひ 煩 ふうち、 



危急存亡の秋な るに、 この 行 ありし を あやしみ、 又 

た 誹る 人 も あるべ けれど、 余が エリス を 愛する 情 は、 

始めて 相 見し 時より あさく は あらぬ に、 いま 我 数奇 を 

憐み、 又 別離 を悲 みて 伏し 沈みた る 面に、 鬢の 毛の 解 

けて か、 りたる、 その美し き、 いぢら しき 姿 は、 余が 

悲痛 感慨の 刺激に よりて 常なら ずな りたる 脳髄 を 射て、 

恍惚の 間に こ、 に 及びし を 奈何に せむ。 

公使に 約せ し 日 も 近づき、 我 < ^はせ まりぬ。 この 

ま、 にて 郷 にかへ らば、 学 成らず して 汚名 を 負 ひたる 

身の 浮ぶ 瀬 あら じ。 されば とて 留まらん に は、 学資 を 

得べき 手 だてな し。 



と は、 欧洲 諸国の 間にて 独逸に 若く はな からん。 幾 百 

種の 新聞 雑誌に 散見す る 議論に は 頗 る 高尚なる もの 

多き を、 余 は 通信員と なりし 日より、 曾て 大学に 繁く 

通 ひし 折、 養 ひ 得た る 一 隻の 眼孔 もて、 読みて は 又 読 

み、 写して は 又 写す 程に、 今まで 一 筋の 道 をのみ 走り 

おの づか 

し 知識 は、 自 ら綜括 的に なりて、 同郷の 留学生な ど 

の大 かたは、 夢にも 知らぬ 境地に 到りぬ。 彼等の 仲間 

に は 独逸 新聞の 社説 を だに 善く はえ 読まぬ が あるに。 

おもて まち 

明治 廿 一年の 冬 は 来に けり。 表 街の 人道に てこ そ 

すな ま すき 

沙をも 蒔け、 ※ 〔# 「金 + 揷 のつ くり」、 161- 下？； を も 揮 

へ、 クロス テル 街の あたり は 凸凹 坎坷の 処は見 ゆめれ 



ましくな りたれ、 依然た る 快活の 気象、 我 失 行 を もさ 

まで 意に 介せ ざり きと 見 ゆ。 別後の 情 を 細 叙す るに も 

遑 あらず、 引かれて 大臣に 謁し、 委 托せられし は 独逸 

語に て 記せる 文書の 急 を 要する を飜 訳せよ との 事な り。 

余が 文書 を 受領して 大臣の 室 を 出で し 時、 相 沢 は 跡よ 

ひるげ 

リ 来て 余と 午餐 を 共に せんとい ひぬ。 

食卓に て は 彼 多く 問 ひて、 我 多く 答へ き。 彼が 生路 

は 概ね 平滑な りしに、 轤軻 数奇なる は 我 身の上な り 

ければ なり。 

余が 胸臆 を 開いて 物語りし 不幸なる 閲歴 を 聞きて、 

かれは 屢 M 驚きし が、 なかく に 余を譴 めんと はせ ず、 



まじ。 それ も愜 はで 東 に 還り 玉 はんとな らば、 親と 

共に 住かん は 易 けれど、 か 程に 多き 路用 を 何処よりか 

得ん。 おなる 業 をな しても 此 地に 留 りて、 君が 世に出 

で 玉 はん 日 を こそ 待た めと 常に は 思 ひしが、 暫 しの 旅 

とて 立 出で 玉 ひしょり 此 二十日ば かり、 別離の 思 は 日 

たもと くげん 

にけ に 茂り ゆく のみ。 抉 を 分つ はた、. - 一 瞬の 苦艱な 

りと 思 ひし は 迷な りけ リ。 我 身の 常なら ぬが 漸くに し 

よしや 

るく なれる、 それさへ あるに、 縦 令い かなる こと あり 

とも、 我 をば 努な棄 て 玉 ひそ。 母と はいたく 争 ひぬ。 

され ど 我 身の 過ぎし 頃に は 似で 思 ひ 定めた る を 見て 心 

ひんが し 

折れぬ。 わが 東 に 住かん 日に は、 ステッチ ン わたり 



の 農家に、 遠き 縁者 あるに、 身 を 寄せん と ぞい ふなる。 

書きお くり 玉 ひし 如く、 大臣の 君に 重く 用 ゐられ 玉 

は、 V、 我 路用の 金 は 兎も角も なりなん。 今 は 只管 君が 

ベ ル リンに かへ り 玉 はん 日 を 待つ のみ。 

嗚呼、 余 は 此書を 見て 始めて 我 地位 を 明視し 得た リ。 

恥 かしき はわが 鈍き 心なり。 余 は 我 身 一 つの 進退に つ 

きても、 また 我 身に 係らぬ 他人の 事に つきても、 決断 

ありと 自ら 心に 誇りし が、 此 決断 は 順境に のみ ありて、 

逆境に は あらず。 我と 人との 関係 を 照さん とするとき 

は、 頼みし 胸中の 鏡 は 曇りたり。 

大臣 は 既に 我に 厚し。 され ど わが 近眼 は 唯 だお のれ 



が尽 したる 職分 をのみ 見き。 余 はこれ に 未来の 望を繫 

ぐ ことに は、 神 も 知 るら む、 絶えて 想到ら ざり き。 さ 

れど今 こ、 に 心 づきて、 我心 は猶ほ 冷然たり し歟。 先 

に 友の 勧めし とき は、 大臣の 信用 は 屋上の 禽の 如くな 

りしが、 今 は 稍 M これ を 得た るかと 思 はる、 に、 相 沢 

が この頃の 言葉の 端に、 本国に 帰りて 後も倶 にかくて 

あらば 云々 とい ひし は、 大臣の かく 宣 ひし を、 友な が 

らも 公事 なれば 明に は 告げ ざり し歟。 今更お もへば、 

余が 軽卒 にも 彼に 向 ひて エリスとの 関係 を 絶たん とい 

ひし を、 早く 大臣に 告げ やし けん。 

嗚呼、 独逸に 来し 初に、 自ら 我 本領 を 悟りき と 思 ひ 



ん とする に 足の 凍え たれば、 両手に て 擦りて、 漸 やく 

歩み 得る 程に はなり ぬ。 

足の 運びの 涉ら ねば、 クロス テル 街まで 来しと き は、 

半夜 を や 過ぎたり けん。 こ、 迄 来し 道 をば いかに 歩み 

しか 知らず。 一 月 上旬の 夜 なれば、 ゥン テル、 デン、 

リ ンデ ン の 酒家、 茶店 は猶ほ 人の 出入 盛りに て賑 はし 

かりし ならめ ど、 ふつに 覚えず。 我 脳 中には 唯. A 我 は 

免す ベから ぬ 罪人な りと 思 ふ 心の み 満ちく たりき。 

四 階の 屋根裏に は、 エリス はま だ 寝ね ずと 覚 ぼしく、 

炯然 たる 一 星の 火、 暗き 空に すかせば、 明かに 見 ゆる 

が、 降りしきる 鷺の 如き 雪片に、 乍ち 掩 はれ、 乍ち ま 



全く 廃して、 その 痴 なること 赤 児の 如くな り。 医に 見 

せし に、 過 劇なる 心労に て 急に 起り し 「パラノイア」 

やま ひ 

とい ふ 病 なれば、 治癒の 見込な しとい ふ。 ダル ドル 

てんきやう ゐん 

フの癲 狂院に 入れむ とせし に、 泣き叫びて 聴かず、 後 

に はかの 襁视ー つ を 身に つけて、 幾度 か 出して は 見、 

ききょ 

見て は欷歐 す。 余が 病牀 をば 離れね ど、 これ さへ 心 あ 

りて に は あらず と 見 ゆ。 た > をり/ \ 思 ひ 出した る や 

うに 「薬 を、 薬 を」 とい ふの み。 

余が 病 は 全く 癒えぬ。 エリスが 生ける屍 を 抱きて 

千 行の 涙を濺 ぎし は 幾度 ぞ。 大臣に 随 ひて 帰 東の 途に 

は 力 力す 力 

上 ぼり しとき は、 相 沢と 議リて エリスが 母に 微 なる 



たつき 

生計 を 営む に 足る ほどの 資本 を 与へ、 あはれ なる 狂女 

の 胎内に 遺し、 子の 生れむ をり の 事 を も 頼みお きぬ。 

嗚呼、 相 沢 謙吉が 如き 良友 は 世に また 得が たかる ベ 

し。 され ど 我 脳裡に 一 点の 彼 を 憎む こ、 ろ 今日まで も 

残れり けり。 

(明治 一 一十三 年 一 月) 
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